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表1　義楚六帖所引志怪一覧（未定稿）
番号 東福寺本 江戸刊本 見出し 出典 推定書名 仏典との重複 備考巻数葉数 頁 巻数葉数 頁
1 1 27b 18 1 22b 11 僧洪鋳像 冥祥記 弁正論52-537-c 鉤沈129。高僧伝、観世音応験
記にもある話
2 1 71b 40 2 51a 40 溺像陰腫 方誌 宣験記 弁正論52-540-a 弁正論は宣験記云。鉤沈18
3 1 71b 40 2 51b 40 観音愈瘻 感応伝 弁正論52-537-b 弁正論は感応伝云
4 1 72a 40 2 51b 40 金尊代戮 感応伝 弁正論52-537-b 弁正論は感応伝云
5 1 72a 40 2 51b 40 謝氏亡子 晋録 冥祥記 弁正論52-537-c 弁正論は晋録云。鉤沈冥祥記
37（法苑珠林巻 33）
6 1 72a 40 2 51b 40 孫祚見児 宣験記 弁正論52-537-c 弁正論は宣験記云。鉤沈20
7 1 72a 40 2 52a 40 長舒廻風 晋録冥祥記 冥祥記 弁正論52-537-c 弁正論は晋録冥祥記云。鉤沈
12
8 1 72a 40 2 52a 40 阿練梵語 冥祥記 弁正論52-537-c 弁正論は冥祥記云。鉤沈68
9 1 72a 40 2 52a 40 徳祖免難 宣験記 弁正論52-537-c 弁正論は宣験記云。鉤沈21
10 1 72b 40 2 52a 40 李儒馬驚 なし 宣験記 弁正論52-537-c 弁正論は宣験記云。鉤沈22
11 1 72b 40 2 52b 40 郭宣処筏 なし 宣験記 弁正論52-537-c 弁正論は出典なし。大蔵経の
注で宣験記云との校記あり。
鉤沈23
12 1 72b 40 2 52b 40 張応捨邪 霊鬼誌 霊鬼志 弁正論52-538-a 弁正論は霊鬼志曰。鉤沈24
13 1 73a 41 2 53a 41 康阿得死 幽明録 弁正論52-538-a 弁正論は幽明録曰。鉤沈264
14 1 73a 41 2 53a 41 長和飯僧 幽明録 弁正論52-538-a 弁正論は幽明録曰。鉤沈265
15 1 73a 41 2 53a 41 趙泰精思 幽明録 弁正論52-538-b 弁正論は幽明録云。鉤沈247
16 1 73a 41 2 53b 41 王坦死験 續捜神記 捜神後記 弁正論52-539-a 弁正論は続捜神記云。捜神後
記巻9
17 1 73b 41 2 53b 41 臨刑免刀 宣験記 弁正論52-539-a 弁正論は出宣験記也及続捜
神記。鉤沈8
18 1 73b 41 2 53b 41 王襲得書 なし 宣験記 弁正論52-539-a 弁正論は出典なし。大蔵経の
校勘記で、出宣験記という文
字あり。鉤沈24
19 1 73b 41 2 53b 41 郭銓現身 なし 冥祥記 弁正論52-539-a 弁正論は出宣験記。鉤沈79
（法苑珠林にあり）
20 1 73b 41 2 54a 41 兪文泛海 なし 宣験記 弁正論52-539-a 弁正論は出宣験記。鉤沈26
21 1 73b 41 2 54a 41 文和死信 なし 冥祥記 弁正論52-539-a 弁正論は出宣験記。鉤沈44
（法苑珠林にあり）
22 1 73b 41 2 54a 41 経堂不焼 なし 宣験記 弁正論52-539-b 弁正論は出宣験記。鉤沈5
番号 東福寺本 江戸刊本 見出し 出典 推定書名 仏典との重複 備考巻数葉数 頁 巻数葉数 頁
23 1 73b 41 2 54a 41 蒲城失火 幽明録 宣験記 弁正論52-539-b 弁正論は出宣験記。鉤沈28
24 1 74a 41 2 54a 41 沈英陸暉 呉誌 宣験記 弁正論52-539-b 弁正論は出宣験記。鉤沈7
25 1 74a 41 2 54a 41 車母然灯 宣験記 弁正論52-539-b 弁正論は出宣験記。鉤沈6
26 1 74a 41 2 54b 41 吏部放生 宣験記 弁正論52-539-ｃ 弁正論は出瓊別伝。鉤沈なし。
27 1 74a 41 2 54b 41 史雋造像 幽明録 弁正論52-539-ｃ 弁正論は出宣験冥祥等記。鉤
沈の幽明録になし。鉤沈宣験
記7
28 1 74b 41 2 55a 42 鄭鮮続命 宣験記 弁正論52-539-c 弁正論は出宣験記。鉤沈31
29 1 74b 41 2 55a 42 遺民愈病 なし 宣験記 弁正論52-539-c 弁正論は出宣験記。鉤沈33
30 1 74b 41 2 55a 42 丁零射仏 宣験記 弁正論52-539-c 弁正論は宣験記云。鉤沈35
31 1 74b 41 2 55a 42 赫連被像 宣験記 弁正論52-539-c 弁正論は宣験記云。鉤沈34。
ともに末尾に蕭子顕の斉書に
あるとあり











34 1 75b 42 2 56a 42 徹公差癩 なし 冥報記 法苑珠林53-989-b 法苑珠林は出典を冥報拾遺
とする。冥報記巻上
35 2 20b 53 3 26b 55 謝敷経験 なし 冥祥記 法苑珠林53-418-a 珠林は出冥祥記。鉤沈35
36 2 20b 53 3 26b 55 智通児死 冥祥説 冥祥記 法苑珠林53-418-c 珠林は出冥祥記。鉤沈82
37 2 34a 60 4 5a 65 羊祐識環 法苑 冥祥記 法苑珠林53-479-b 珠林は出冥祥記。鉤沈2
38 2 34a 60 4 5b 65 王練生子 なし 冥祥記 法苑珠林53-479-c 鉤沈82。珠林は出冥祥記
39 2 41a 64 4 14b 69 造塔重活 幽明録 弁正論52-538-a 弁正論は幽明録曰。鉤沈264
40 2 41b 64 4 14b 69 石賢飯僧 幽明録 弁正論52-538-b 弁正論は幽明録曰。鉤沈265
41 4 21a 117 7 27b 136 老氏骰子 博物志 出所不明
42 4 23a 118 7 30a 137 懐夢之草 洞冥 洞冥記 巻3
43 4 66a 139 8 54b 166 博奕偏執 唐臨冥報記 冥報記 法苑珠林53-876-ｂ 珠林は出冥報記




45 7 35a 252 14 4a 314 方朔李充 洞冥記 巻1、巻 2
46 7 43a 256 14 14b 319 鑿歯送梨 集異記 出所不明
47 7 49b 259 14 22b 323 五丈大足 洪範五行伝 法苑珠林53-307-c 珠林は鴻範五行伝曰。捜神記
巻6
48 7 49b 259 14 23a 324 身腹囲等 神異経 法苑珠林53-307-c 珠林は神異経曰
49 7 49b 259 14 23a 324 一歩千里 神異経 法苑珠林53-307-c 珠林は神異経曰
50 7 50b 259 14 24a 324 人至短小 洞冥記 巻2
51 8 21b 280 16 5b 350 麗娟玉質 洞冥記 巻4
52 8 25b 282 16 11a 353 談生幽婚 法苑 法苑珠林53-850-a 珠林は出捜神記。文章が節略
されているが、盧充が続くの
も同じ。捜神記巻16
53 8 27b 283 16 13b 354 開塚取婦 法苑 法苑珠林53-850-c 珠林は出捜神記。捜神記巻15
54 8 27b 283 16 13b 354 仲文喪女 なし 捜神後記 法苑珠林53-851-a 珠林は出続捜神記。捜神後記
巻7
55 8 27b 283 16 13b 354 徐女再生 なし 捜神後記 法苑珠林53-851-a 珠林は出続捜神記。捜神後記
巻4
56 8 28a 284 16 14a 354 廟中戯婚 なし 捜神記 法苑珠林53-851-b 珠林は出志怪伝。捜神記巻5。
57 8 50a 295 16 42b 368 彭娥入石 法苑 幽明録 法苑珠林53-532-a 珠林は出幽冥録。鉤沈69
58 8 50a 295 16 42b 368 燕荘子儀 冤魂記 冤魂志 法苑珠林53-628-b 珠林は出冤魂志
59 8 50b 295 16 43a 369 李旦暴死 幽冥録 冥報記 法苑珠林53-315-a 鉤沈でみつからず。珠林は出
059『義楚六帖』所引志怪資料について
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番号 東福寺本 江戸刊本 見出し 出典 推定書名 仏典との重複 備考巻数葉数 頁 巻数葉数 頁
冥報記。冥祥記であった可能
性
60 8 50b 295 16 43b 369 鬼方石室 神異経 法苑珠林53-316-c 珠林は依神異経曰として引き、
出典を御覧（修文殿御覧を指
すと考えられる）とする
61 8 50b 295 16 43a 369 売鬼為羊 なし 列異伝・捜神記 法苑珠林53-316-c 珠林は出列異伝。捜神記巻
16、鉤沈列異伝 28
62 8 51a 295 16 44a 369 五気化成 千宝記 捜神記 法苑珠林53-530-b 珠林は千宝記云。捜神記巻12
干宝変化論
63 8 51a 295 16 44a 369 変化各異 法苑 捜神記 法苑珠林53-530-c 珠林は千宝記云。捜神記巻12
干宝変化論
64 8 51a 295 16 44a 369 化羊釣魚 なし 捜神記 法苑珠林53-531-a 珠林は出捜神記。捜神記巻1
65 8 51a 295 16 44b 369 女化怪草 なし 捜神記 法苑珠林53-531-b 珠林は出捜神記。捜神記巻14
66 8 51b 295 16 44b 369 夫子厄陳 法苑 捜神記 法苑珠林53-532-a 珠林は出捜神記。捜神記巻19
67 8 51b 295 16 44b 369 炎帝娃女 なし 山海経 法苑珠林53-532-b 珠林は出山海経。山海経巻3
北山経
68 8 51b 295 16 44b 369 人有飛頭 なし 捜神記 法苑珠林53-532-c 珠林は出捜神記。捜神記巻12
69 9 13b 303 17 16b 378 女撃雷車 捜神記 捜神後記 法苑珠林53-639-b 珠林は出続捜神記。捜神後記
巻5
70 9 26a 310 18 8a 387 竜鐘石 洞冥記 巻2
71 9 30a 312 18 13a 390 湖万千里 神異記 法苑珠林53-495-c 珠林は出神異経
72 9 33a 313 18 17a 392 甜水虞泉 洞冥 洞冥記 巻2
73 9 35b 314 18 20a 393 旦露池 洞冥 洞冥記 巻1
74 9 41a 317 18 26b 396 口吐猛火 集異記 出所不明
75 9 41a 317 18 27a 397 五色煙火 捜神記 法苑珠林53-992-a 珠林は出捜神記。捜神記巻1
76 9 42b 318 18 28b 397 紫金之灯 洞冥記 巻2、巻 3
77 9 44a 319 18 30b 398 鳴禽苑 洞冥 洞冥記 巻3
78 9 49b 321 18 37b 402 樹似人形 なし 捜神記 法苑珠林53-769-b 珠林は出捜神記。捜神記巻6
79 9 49b 321 18 37b 402 伐樹復立 なし 捜神記 法苑珠林53-769-b 珠林は出捜神記。捜神記巻6
80 9 49b 321 18 37b 402 宿昔暴長 なし 捜神記 法苑珠林53-769-b 珠林は出捜神記。捜神記巻6
81 9 49b 321 18 37b 402 伐樹出血 なし 捜神記 法苑珠林53-769-c 珠林は出捜神記。捜神記巻18
82 9 50a 322 18 38a 402 桑樹蚕因 なし 捜神記 法苑珠林53-769-c 珠林は出捜神記。捜神記巻14




84 9 54a 324 18 42b 405 延寿三百 述異記 法苑珠林53-572-c 珠林は出述異記。鉤沈3
85 9 55a 324 18 43b 405 紫軽梨 洞冥 洞冥記 巻2
86 9 55b 324 18 45b 406 細棗有膏 洞冥記 巻2
87 9 56b 325 18 46b 406 聞雷而長 洞冥 洞冥記 巻3
88 9 56b 325 18 46b 406 草如人状 なし 捜神記 法苑珠林53-769-c 珠林は出捜神記。捜神記巻6
89 9 56b 325 18 46b 406 碧草如麦 洞冥 洞冥記 巻2
90 9 57b 325 18 48a 407 竹王廟 法苑 異苑 法苑珠林53-764-a 珠林は出異苑。異苑巻5。また
任昉述異記巻下




92 9 59b 326 18 50b 408 鳳葵丹色 洞冥経 洞冥記 巻3
93 10 28b 342 19 35a 427 金施百億 洞冥 洞冥記 出所不明
94 10 28b 342 19 35b 427 金施百億 法苑 捜神記 法苑珠林53-658-c 珠林は出劉向孝子伝。捜神記
巻11に収められるが、文章
は珠林のものと違う
95 10 32b 344 19 40b 429 涙珠照月 洞冥記 巻2
96 10 33a 345 19 41b 430 玉仏数尺 洞冥 洞冥記 巻2
97 10 47b 352 20 13a 440 麗娟歌舞 洞冥 洞冥記 巻4
98 10 52b 354 20 19b 443 香薫十里 博物誌 博物志 法苑珠林53-573-a 珠林は博物志曰。太平御覧な
どにも引用される
99 10 53a 355 20 20b 443 兜末神香 十州記 法苑珠林53-574-a 珠林は、前半は、漢武故事曰
061『義楚六帖』所引志怪資料について
番号 東福寺本 江戸刊本 見出し 出典 推定書名 仏典との重複 備考巻数葉数 頁 巻数葉数 頁
として引用。後半は、十洲記
曰として引用
100 10 53a 355 20 20b 443 驚精香 十州記 法苑珠林53-574-a 江戸刊本は見出を「驚精白」
に作る。珠林は十洲記曰
101 10 53b 355 20 20b 443 神精香 洞冥記 巻1、巻 2
102 10 67b 362 20 38b 452 毛眉自黒 洞冥記 巻2
103 11 4a 368 21 4b 458 吉雲国 洞冥記 仏祖統記49-459-b 仏祖統記に類似の文がある。
巻2
104 11 25a 379 21 32b 472 鉢塔宝成 感応伝 出所不明
105 11 34b 383 21 44b 478 神明台 洞冥 洞冥記 巻2、巻 3
106 11 35a 384 21 45a 479 寿霊壇 武帝洞冥記 洞冥記 巻1
107 11 54a 393 22 23a 492 履屣不帶 洞冥 洞冥記 巻4
108 11 58b 395 22 28a 494 以衣為枕 洞冥 洞冥記 巻4
109 11 62b 397 22 33b 497 玉釵留王 洞冥記 巻2
110 11 65b 399 22 37a 499 錦従井出 洞冥記 巻2
111 12 5a 403 23 6a 503 紐鎧編兜 集異記 出所不明
112 12 16b 409 23 20b 510 覆舡之所 捜神記 法苑珠林53-572-c 珠林は続捜神記曰。捜神記巻
16。捜神後記巻 6
113 12 16b 409 23 20b 510 舸為赤馬 洞冥 洞冥記 巻3
114 12 18a 410 23 22b 511 虎竜七尺 洞冥記 巻3
115 12 22a 412 23 27a 514 巨霊之亀 洞冥記 巻3、巻 4
116 12 22a 412 23 27b 514 黄安亀背 洞冥 洞冥記 巻2
117 12 22a 412 23 27b 514 跛鼈凌驥 列伝 列仙伝 広弘明集52-231-a 江戸刊本は出典を列仙伝に作
る。現行の列仙伝にはみえず





119 12 25a 413 23 31b 516 魚生翅角 列仙伝 法苑珠林53-665ｰa 珠林は出列仙伝
120 12 26b 414 23 33b 517 丹蝦十丈 洞冥 洞冥記 江戸刊本は見出しを母蝦十丈
にに作る。巻4
121 12 29a 415 23 36b 518 螭蛇遊路 洞冥記 巻2
122 12 40b 421 23 51a 526 遠飛鶏 洞冥記 巻3
123 12 41a 421 23 51b 526 鴿変為児 冥報記 冥報拾遺 法苑珠林53-665-c 珠林は出冥報拾遺。





125 12 44b 423 23 56a 528 螻蛄有神 法苑 捜神記 法苑珠林53-755-c 珠林は出捜神記。捜神記巻20。
他幽明録にもあり。鉤沈158
126 12 44b 423 23 56a 528 結草蟲 洞冥 洞冥記 巻2、巻 3
127 12 45a 423 23 56a 528 青雀赤雀 洞冥 洞冥記 巻4
128 12 45b 423 23 57a 529 細鳥 洞冥記 巻 2
129 12 54a 428 24 11a 535 馬有七名 洞冥 洞冥記 巻2
130 12 58a 430 24 16a 537 大秦花蹄 洞冥 洞冥記 巻2
131 12 59a 430 24 17b 538 土缶井羊 法苑 捜神記 法苑珠林53-320-b 珠林は出捜神記。捜神記巻12

























































































































































































































































































































070 和光大学表現学部紀要　15 号・2015 年 3 月
タが公開されている。
（13） 山路芳範編『義楚六帖引用書名索引』（朋友書店1991）
（14） 注（７）前掲山路論文、95頁。
（15） 表 1には、出典が志怪と思われる条のみを入れたため、一部、『弁正論』、『義楚六帖』両方にみえる
ものの、表1にいれていない話がある。以下にその話と出典を記す。
1. 「文宣降霊」（斉竟陵王内伝）
2. 「何瑚感聖」（何氏伝）
3. 「鵞死還鳴」（出典なし）
4. 「宇文廃僧」（出典なし）
5. 「謝晦破塔」（晋録）
6. 「托抜毀寺」（崔皓伝）
7. 「董礼刧僧」（梁後記）
『義楚六帖』に引用される『弁正論』は、表中の34条にこの7条を加えた41条になる。
（16）『古小説鉤沈』では、採録条の出処を示す。そして、この2条については、『弁正論』のみを出典と
しているため、魯迅がみた『弁正論』に『宣験記』からとして引用されていたことが確かである。
（17） 王国良『冥祥記研究』（文史哲出版社1999）。
（18） 詳しくは、佐野誠子「『幽明録』・『宣験記』から『冥祥記』へ──六朝仏教志怪の展開」（『和光大学
表現学部紀要』11、2011）を参照。
（19） 周叔迦・蘇晋仁校注『法苑珠林』（中華書局2003）では、『冥報記』の佚文だと注記する。実際に現
行の『冥報記』にはみられない。しかし、陳昱珍「《法苑珠林》所引外典之研究」（『中華仏学学報』6、
1993）や李剣国『唐五代志怪伝奇序録』（南開大学出版社1993）上巻199頁で指摘するように、『法
苑珠林』のこの箇所に引用される4条は事件年からして、『冥祥記』の誤りであった可能性が高いと
いう見解の方が妥当だろう。
（20） 李剣国『新輯捜神後記』（中華書局2007）で『捜神後記』の佚文として収録する。
（21）『列仙伝』の書誌研究及び佚文資料については、久保輝幸「『列仙伝』の亡失した仙伝2則について」
（『人文学論集』29、2011）及び同氏「『列仙伝』の異本と鬷続について」（『人文学論集』31、2013）
があり、現行上下巻本にみえない佚文が大量にあることを指摘する。これらの論文では、類書に引
用される『列仙伝』の佚文についての検討が行われているが、『義楚六帖』や『法苑珠林』所引の『列
仙伝』については検討の対象となっていない。
（22） 笵寧『博物志校証』（中華書局1980）。
（23） 佐藤礼子「天台外典利用をめぐる考察──天台注釈書に引用された『博物志』のある一条より」（『六
朝学術学会報』11、2010）参照。
（24） 『感応伝』に関する基礎的な情報は、吉田隆英「『感応伝』について──仏教説話集とその周辺」（『集
刊東洋学』35、1976）を参照。
（25） 牧田諦亮『六朝古逸観世音応験記の研究』（平楽寺書店1970）87頁注（23）に「続高僧伝巻二五、魏
末魯郡沙門釈法力伝（六四五ｃ）は、法力・法智・道集・法禅などの観音応験のことを記している。
伝末に「別有観音感応伝、文事包広、不具叙之」とするのは、道宣の周辺になお観音感応伝（応験
伝）が流通していたことを示すものである」とある。また『続高僧伝』巻二十六に隋の大業の末年（618）
に卒した僧侶浄弁が『感応伝』一部十巻を著したとの記述がある。注（24）前掲吉田論文も参照。
（26） 注（19）前掲李剣国書『集異記』の項を参照。
（27） 李剣国『唐前志怪小説史〔修訂本〕』（天津教育出版社2005）『集異記』の項を参照。
（28） 注（23）前掲佐藤論文参照。
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